
グーテンベルクの『四十二行聖書』
ファクシミリによる復刻版

（宗教センター蔵：相模原キャンパスウェスレー・チャペルに展示中）
写真は新約聖書マタイによる福音書第１章部分 

今年度の主題聖句
喜ぶ者と共に喜び、泣く者と共に泣きなさい。
　　　　　　　　　　　　　　  （ローマの信徒への手紙  第12章15節）

神の国節第2週2022. 6. 20.

No. 12

聖歌隊、ハンドベル・クワイア、ゴスペル・クワイア、青山キリスト教学生会、コンテンポラリー
礼拝学生奉仕に関心のある方は、宗教センター（青山間島記念館1階、相模原ウェスレー･
チャペル１階）まで申し出ください。

メンバーを募集しています

宗教センターのホームページから「キリスト教活動のしおり」を見ることができます。
https://www.aoyamagakuin.jp/outline/christ/relation.html

「キリスト教活動のしおり」参照ください

QRコード ▼

青山学院大学礼拝週報青山学院大学礼拝週報
案  内

宗教センター問合せメールアドレス：agcac@aoyamagakuin.jp

日　程　６月２１日（火）～７月８日（金）
会　場　ジェンダー研究センターギャラリー（旧短大ギャラリー）
作　品　幼稚園、初等部、中等部、高等部、大学に属する在校生の美術造形作品展示

第３３回オール あおやま あーと てん

戦争下で困難な状況にある方々への祈りをこめて演奏会を開催します。入場無料。
「平和を求めるチャリティ・コンサート ～ウクライナ戦禍を覚えて～」
日　程　６月２５日（土）　 開　場 １６：００　開　演 １６：３０
会　場　青山キャンパス  ガウチャー記念礼拝堂　　　チケットはこちらから→

大学聖歌隊  演奏会

　イエスの母マリアは、ルカ福音書
において最も陰影深く描かれています。
マリアはナザレというガリラヤの町に
住む貧しい女性でしたが、信仰深く
敬虔な人物でした。イエスを聖霊に
よって身ごもることを知らされると､
｢お言葉どおり、この身になります
ように」と答えています。そのあとで「マリアの賛歌」と呼ばれる深く壮大な歌を
うたっています（ルカによる福音書第1章46～56節）。
　また、不思議な出来事に出会うとそれらを心に留めて、思い巡らす女性でもあり
ました。イエス誕生時も、また12歳の時にイエスが神殿で学者たちと議論をして
いた時も同様でした（ルカ による福音書第2章19節、51節）。
　しかしそれはマリア崇拝につながるものではではありません。マリアは「女の中
で祝福された方」、「主のお母さま」と呼ばれますが、それは彼女を神聖化するもので
はなく、むしろ神の言葉を聞き、それを守って生きる人間の模範です。（ルカによる
福音書第1章42、43節)。彼女はイエスの十字架刑を見届けた一人であり、さらには
キリスト教会誕生前の弟子たちの共同体の中で重要な存在であったと考えられます
（使徒言行録第1章12～14節）。エフェソス公会議（431）はマリアが「神の母」である
と確認しました。

聖書の人々 ［41］
「イエスの母マリア」
   Mary the mother of Jesus

教会暦と典礼色
　キリスト教には教会暦と呼ばれる固有の暦があります。古くから人々は、時間も神が与えて

くださったものであることを覚え、教会暦にそった祝祭日を祝うことで、イエス・キリストの生涯

を覚えつつライフ・スタイルを整えてきました。この教会暦には象徴となる典礼色も定められて

います。呼称や期間区分は教会によって多少異なりますが、本学では合同メソジスト教会の

教会暦にもとづいて、「待降節」（紫＝悔い改め）、「降誕節」（白＝栄光・喜び）、「公現節」(緑＝

恵み・希望・成長）、「受難節」（紫＝悔い改め）、「受難日」（赤＝血・贖罪）、「陰府下り」（黒）､「復活節」

(白＝栄光・喜び）、「聖霊降臨週」（赤＝火・力）、「神の国節」（緑＝恵み・希望・成長）、という

周期を用い、聖壇のオルタークロスと礼拝週報の印刷色もこれに合わせています。

青山キャンパス　６月２４日（金）  大学聖歌隊
曲  名　「心を尽して」 （作曲者不詳、作詞者：宮崎　光）
指  揮　那須　輝彦（文学部教授）
伴  奏　身﨑真理子（大学オルガニスト）

相模原キャンパス　６月２３日（木）  大学ハンドベル･クワイア
曲  名　“My Hope Is Built on Nothing Less”（W.B.Bradbury 作曲）
指  揮　鷺　  晶 子（ハンドベル･クワイア コーチ）

礼拝奉唱・奉鐘の紹介

クリスマス エピファニーアドヴェント

レ  ン  ト よ  み  くだ

ペ ン テ コ ス テ

イースター



今週の聖句
解説：イスラエルの族長の一人であるヤコブは、あることが切っ掛けで兄エサウの怒りを買い、遠くの地へと逃げて行きます。自分の無力さを痛感し、疲れ切ったヤコブは、
ある場所で石を枕にして横たわり、野宿をします。すると夢の中に天と地を結ぶ階段が現れ、天使たちがその階段を昇り降りしているではありませんか。そしてその傍らには
神が立っておられます。神はどんな時もヤコブと共にいて守り導いてくださり、彼を大いに祝福すると宣言されました。

「地上のすべての氏族は、あなたとあなたの子孫によって祝福される。」（創世記  第28章14節）

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂 夕礼拝／短大礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル
（月～金・10時30分～11時） （火・18時30分～19時）

英語による礼拝
司式　福嶋　裕子
奨励　ケルバー阿部スヴェン
　　　 （理工学部准教授）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（緑色） 99（1節）
Luke 22：26
　　　　（新152頁）
“True Fighting Spirit”

（緑色） 215

6月20日（月）6月20日（月） 6月21日（火） 6月22日（水）
夕礼拝

6月23日（木） 6月24日（金）6月23日（木）

6月21日（火） 6月21日（火）

6月22日（水） 6月24日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奉　鐘
説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（灰色） 459（1節）
創世記 28：10～17
　　　　  （旧42頁）
大学ハンドベル・クワイア
「私はあなたと
　　　　　共にいる」

（灰色） 26

説教　髙砂　民宣
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） 74（1節）
創世記 1：31
詩編 90：17
  （旧2頁、旧912頁）
「働くこと」

（茶色） 541

説教　島田　由紀
　　　 （大学宗教主任）

司式　左近　　豊
説教　徳田　宣義
　　　 （桜新町教会牧師）

説教　森島　　豊
　　　 （大学宗教主任）

司式　八木　隆之
説教　清弘　剛生
　　　 （頌栄教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（灰色） 452（1節）
マタイ 8：1～4
　　　　  （新12頁）
「一線を超えて
　　来てくださる方」

（灰色） 25

説教　吉岡　康子
　　　 （大学宗教主任）

司式　大宮　　謙
説教　野村　　稔
　　　 （鳥居坂教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　徳田　佑子

（灰色） 452（1節）
イザヤ 53：3～5
　　　 （旧1134頁）

「若いからイタイ」

（灰色） 26

司会　David Reedy
説教　増田　志郎
　　　 （本牧めぐみ教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 504（1節）
ルカ 8：43～48
　　　　（新119頁）

「イエス様に触れる」

（灰色） 27

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

（茶色） 66（1節）
エフェソ 2：1～10
　　　　（新346頁）

「新しい発見」

（茶色） 542

説教　藤原　淳賀
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奉　唱
説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　徳田　佑子

（茶色） 321（1節）
マタイ 22：36～40
　　　　  （新43頁）
大学聖歌隊
「愛すること」

（茶色） 540　

コンテンポラリー礼拝

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

（灰色） 18（1節）
創世記 1：1～5
　　　　　（旧1頁）
「大丈夫、
  備えられているから」

（灰色） 29

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） Ⅱ1（1節）
Ⅱコリント 4：7～10
　　　　（新323頁）

「輝きなさい」

（茶色） 540

聖　書

メッセージ

　　　　ワーシップ・ディレクター

ヨハネ 14：18
　　　   （新193頁）

「あなたをひとりにはしない」

朝 岡　  勝
 （東京キリスト教学園理事長）

　　　　塩谷　達也

聖書（旧）：旧約聖書
聖書（新）：新約聖書　
讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編
讃美歌（緑色）：THE BOOK OF HYMNS


	22 No12A
	22 No12B

